本願寺史料研究所蔵 浄土真宗琉球関係史料 by 知名 定寛
《
史
料
紹
介
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本
願
寺
史
料
研
究
所
蔵
浄
土
真
宗
琉
球
関
係
史
料
知
名
定
寛
一
調
査
の
経
緯
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
本
山
本
願
寺
派
本
願
寺
（
通
称
西
本
願
寺
、
以
降
西
本
願
寺
と
記
す
）
に
は
、
周
知
の
通
り
、
膨
大
な
量
の
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
近
世
初
期
か
ら
幕
末
に
到
る
ま
で
の
西
本
願
寺
に
お
け
る
日
々
の
様
子
や
動
向
を
記
録
し
た
諸
種
の
日
記
も
含
ま
れ
て
い
て
、
現
在
、
そ
れ
ら
は
本
願
寺
史
料
研
究
所
（
所
長
赤
松
徹
真
龍
谷
大
学
教
授
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
何
種
類
の
日
記
が
存
在
す
る
の
か
確
認
し
た
訳
で
は
な
い
が
、
幾
つ
か
の
日
記
に
は
、
琉
球
の
真
宗
信
者
が
西
本
願
寺
を
参
詣
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
内
、
幕
末
か
ら
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
迄
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
七
号
（
一
九
九
年
）
で
紹
介
し
た
（
１
）。
そ
の
際
、
今
後
の
調
査
如
何
に
よ
っ
て
は
琉
球
関
係
記
事
が
さ
ら
に
発
見
出
来
る
可
能
性
も
あ
る
と
記
し
添
え
て
お
い
た
よ
う
に
、
寛
政
元
年
以
前
の
日
記
か
ら
も
琉
球
関
係
の
記
事
を
見
出
せ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
い
た
。
そ
の
後
、
再
調
査
の
必
要
性
を
痛
感
し
な
が
ら
も
、
日
々
の
雑
用
に
か
ま
け
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
一
九
年
も
の
歳
月
が
空
し
く
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
怠
慢
を
恥
じ
入
る
し
か
な
い
。
幸
い
に
も
こ
の
程
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
の
ご
了
解
を
得
て
、
こ
れ
ら
日
記
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
そ
の
調
査
の
成
果
で
あ
る
。
二
調
査
史
料
幾
種
類
か
保
管
さ
れ
て
い
る
日
記
の
う
ち
、
今
回
の
調
査
で
対
象
に
し
た
日
記
は
御
堂
日
記
・
長
御
殿
御
日
次
帳
・
起
居
筆
記
の
三
種
類
で
あ
る
。
三
種
類
に
限
っ
た
理
由
は
、
そ
の
記
録
内
容
と
前
回
調
査
の
経
験
か
ら
し
て
琉
球
関
係
の
記
事
が
発
見
さ
れ
る
確
率
が
最
も
高
い
と
い
う
こ
と
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
三
種
類
だ
け
で
膨
大
な
冊
数
に
達
し
、
そ
の
量
た
る
や
体
力
的
に
も
時
間
的
に
も
調
査
可
能
の
限
度
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。事
実
、こ
の
予
測
は
裏
切
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
御
堂
日
記
は
、
各
冊
の
表
紙
中
央
に
、
例
え
ば
寛
政
元
己
酉
年
十
月
記
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
従
っ
て
、
こ
れ
が
正
式
な
日
記
名
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
そ
の
内
容
が
、
御
堂
す
な
わ
ち
西
本
願
寺
の
御
影
堂
か
阿
弥
陀
堂
か
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
今
ひ
と
つ
判
断
し
か
ね
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
門
主
が
出
座
し
、
度
々
地
方
か
ら
の
参
詣
者
も
同
席
し
て
行
わ
れ
る
勤
式
の
様
子
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
で
呼
び
慣
わ
し
て
い
る
名
称
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
そ
の
名
称
を
踏
襲
し
た
。
こ
の
参
詣
者
の
中
に
琉
球
か
ら
の
参
詣
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
冊
子
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
縦
二
九
・
一
セ
ン
チ
、
横
二
一
セ
ン
チ
の
大
和
綴
り
で
、
多
く
は
一
ヶ
月
分
の
記
録
が
一
冊
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
年
次
に
よ
り
欠
本
が
若
干
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
寛
文
一
一
（
一
六
七
一
）
年
か
ら
明
治
三
（
一
八
七
）
年
ま
で
の
冊
子
が
一
箱
に
一
年
分
、
都
合
二
七
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
宝
暦
一
（
一
七
六
）
年
か
ら
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
ま
で
の
記
録
は
、
火
災
に
よ
る
も
の
か
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
近
世
を
通
し
て
西
本
願
寺
の
日
々
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
今
回
は
寛
文
一
一
年
か
ら
既
に
前
回
の
調
査
で
確
認
で
き
て
い
る
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
ま
で
を
調
査
し
、
一
三
点
の
琉
球
関
係
記
事
を
発
掘
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
長
御
殿
御
日
次
帳
は
本
山
の
事
務
を
取
り
扱
う
長
御
殿
に
お
け
る
日
々
の
記
録
で
、
ま
た
参
詣
し
た
信
者
と
門
主
と
の
対
面
も
こ
の
長
御
殿
で
行
わ
れ
る
。
縦
二
三
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
三
セ
ン
チ
の
大
和
綴
り
、
御
堂
日
記
よ
り
は
か
な
り
小
振
り
で
あ
る
が
、
や
は
り
多
く
は
一
ヶ
月
分
の
記
録
が
一
冊
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
各
月
の
表
紙
中
央
に
長
御
殿
御
日
次
帳
と
大
書
さ
れ
、
向
か
っ
て
右
側
に
年
次
、
左
側
に
記
述
開
始
の
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
か
ら
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
ま
で
の
冊
子
が
一
箱
に
二
年
次
分
、
都
合
六
六
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
御
堂
日
記
の
欠
本
分
が
こ
れ
に
よ
っ
て
補
え
る
貴
重
な
日
記
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
一
三
点
の
琉
球
関
係
記
事
を
発
掘
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
琉
球
の
信
者
が
本
山
に
参
詣
し
た
こ
と
を
示
す
最
古
の
記
録
も
こ
の
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
起
居
筆
記
は
、
今
回
の
調
査
で
初
め
て
そ
の
存
在
を
知
り
得
た
日
記
で
あ
る
。
各
冊
に
よ
っ
て
微
妙
に
差
異
が
あ
る
が
、
お
よ
そ
縦
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
九
・
五
セ
ン
チ
、
い
ず
れ
も
大
和
綴
り
で
、
や
は
り
一
ヶ
月
分
の
記
録
が
ほ
ぼ
一
冊
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
は
長
御
殿
御
日
次
帳
と
ほ
ぼ
同
じ
形
式
で
、
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
か
ら
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
ま
で
一
箱
に
お
よ
そ
冊
子
一
年
分
が
都
合
五
八
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
各
冊
の
最
初
の
数
丁
に
一
日
ご
と
の
目
次
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
内
容
か
ら
判
断
す
る
に
、
本
山
の
執
務
に
従
事
す
る
役
僧
が
毎
日
の
出
来
事
を
記
録
し
、
後
日
、
過
去
の
実
績
な
ど
を
調
査
す
る
際
に
最
初
に
調
べ
る
た
め
の
覚
書
的
な
目
的
で
作
成
し
た
日
記
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
や
は
り
一
三
点
の
琉
球
関
係
記
事
が
確
認
さ
れ
た
が
、
同
年
月
日
の
記
録
で
あ
っ
て
も
、
前
記
二
種
の
日
記
と
は
異
な
る
事
柄
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
史
料
的
価
値
は
高
い
。
番
号
起
居
筆
記
寛
政
一
年
一
月
二
二
日
の
記
事
は
、
前
回
調
査
し
た
御
堂
日
記
同
年
月
日
と
内
容
的
に
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
比
較
検
討
す
る
上
で
必
要
と
判
断
し
た
の
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
三
史
料
的
価
値
次
に
、
左
に
紹
介
す
る
史
料
の
う
ち
か
ら
、
特
に
注
目
す
べ
き
史
料
や
事
柄
に
つ
い
て
二
・
三
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
第
一
に
、
今
回
の
調
査
で
、
琉
球
の
浄
土
真
宗
に
関
し
て
最
古
と
思
わ
れ
る
史
料
を
確
認
す
る
事
が
出
来
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
番
号
３
長
御
殿
御
日
次
帳
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
九
月
一
三
日
の
記
録
が
そ
れ
で
、
し
か
も
こ
の
記
録
に
は
中
村
了
信
・
中
里
了
教
・
中
村
了
證
と
い
う
琉
球
の
信
者
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
一
連
の
日
記
で
琉
球
人
の
名
前
が
確
認
さ
れ
て
い
た
の
は
、
前
回
紹
介
し
た
御
堂
日
記
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
二
月
二
七
日
（
２
）の
記
録
に
登
場
す
る
仲
了
覚
す
な
わ
ち
仲
尾
次
政
隆
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
六
八
年
も
遡
っ
て
琉
球
の
信
者
の
存
在
、
し
か
も
具
体
名
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
琉
球
人
に
よ
る
浄
土
真
宗
の
受
容
時
期
が
、
従
来
の
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
よ
り
も
二
二
年
は
確
実
に
遡
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
然
、
こ
の
史
料
以
降
に
紹
介
す
る
全
て
の
史
料
も
、
琉
球
浄
土
真
宗
史
に
新
た
な
事
実
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
注
目
し
た
い
の
は
、
琉
球
の
信
者
や
講
が
登
場
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
琉
球
真
宗
史
を
語
る
上
で
極
め
て
重
要
な
存
在
と
言
え
る
人
物
が
登
場
し
て
い
る
番
号
１
長
御
殿
御
日
次
帳
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
三
月
一
三
日
、
番
号
２
長
御
殿
御
日
次
帳
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
三
月
一
五
日
、
番
号
御
堂
日
記
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
五
月
二
日
の
三
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
薩
摩
久
志
の
中
村
宇
兵
衛
は
仲
尾
次
政
隆
の
祖
先
で
、
伊
波
普
猷
に
よ
る
と
、
仲
尾
次
政
隆
が
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
た
背
景
に
は
祖
先
で
あ
る
中
村
宇
兵
衛
と
の
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
（
３
）。
中
村
宇
兵
衛
の
名
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
宇
姓
家
譜（４
）
な
ど
沖
縄
側
の
史
料
を
除
け
ば
、
一
連
の
日
記
で
は
初
登
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
二
度
目
の
本
山
参
詣
で
あ
る
番
号
御
堂
日
記
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
五
月
二
日
の
記
録
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
宇
姓
家
譜
に
よ
る
と
、
康
煕
四
十
七
年
戊
子
生
月
日
不
祥
乾
隆
四
十
一
年
丙
申
十
二
月
初
十
日
死
寿
六
十
九
号
雄
山
（
５
）
と
あ
る
よ
う
に
、
中
村
宇
兵
衛
は
中
国
年
号
康
煕
四
七
年
す
な
わ
ち
宝
永
五
（
一
七
八
）
年
生
ま
れ
で
、
乾
隆
四
一
年
す
な
わ
ち
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
一
二
月
一
日
に
六
九
才
で
死
没
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
明
二
年
は
中
村
宇
兵
衛
没
後
六
年
が
経
過
し
て
い
る
は
ず
で
、
宇
姓
家
譜
の
記
述
を
信
頼
す
る
な
ら
ば
、
死
ん
だ
は
ず
の
人
物
が
は
る
ば
る
薩
摩
久
志
か
ら
西
本
願
寺
へ
参
詣
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
特
筆
す
べ
き
史
料
は
起
居
筆
記
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
九
月
六
日
に
記
録
さ
れ
て
い
る
琉
球
人
の
名
前
で
あ
る
。
都
合
八
名
の
女
性
の
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
女
た
ち
は
番
号
御
堂
日
記
・
長
御
殿
御
日
次
帳
・
起
居
筆
記
九
月
二
日
の
記
録
に
そ
れ
ぞ
れ
登
場
す
る
琉
球
国
那
波
尼
講
の
構
成
員
で
あ
る
。
こ
の
講
が
後
の
中
山
国
尼
講
の
前
身
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
名
前
の
上
の
サ
ガ
リ
ノ
と
か
ト
キ
ノ
と
い
う
肩
書
き
は
遊
廓
の
屋
号
、
名
前
の
真
牛
金
・
真
那
樽
・
真
蒲
戸
は
琉
球
女
性
特
有
の
名
前
で
、
年
齢
ま
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
女
た
ち
は
遊
女
も
し
く
は
そ
の
抱
え
親
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
中
山
国
尼
講
の
構
成
員
の
多
く
が
遊
女
で
あ
っ
た
と
す
る
従
来
の
見
解
（
６
）を
裏
付
け
る
有
力
な
史
料
で
あ
る
。
右
以
外
の
紹
介
史
料
も
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
記
録
で
、
今
後
の
琉
球
真
宗
史
の
研
究
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
近
年
、
琉
球
時
代
に
お
け
る
仏
教
史
の
展
開
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
本
格
的
な
民
衆
仏
教
で
あ
る
浄
土
真
宗
の
展
開
実
態
を
解
明
す
べ
く
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
が
多
く
の
研
究
者
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
〔
註
〕
（
１
）
神
女
大
史
学
第
七
号
一
九
九
年
。
（
２
）
右
同
。
（
３
）
伊
波
普
猷
浄
土
真
宗
沖
縄
開
教
前
史
仲
尾
次
政
隆
と
其
背
景
（
伊
波
普
猷
全
集
第
九
巻
二
五
九
頁
一
九
七
五
年
）。
（
４
）
那
覇
市
史
家
譜
資
料
（
四
）
那
覇
・
泊
系
資
料
篇
第
１
巻
８
一
九
八
三
年
。
（
５
）
右
同
七
頁
。
（
６
）
拙
稿
沖
縄
に
お
け
る
真
宗
の
展
開
中
山
国
尼
講
に
つ
い
て
（
神
戸
女
子
大
学
紀
要
一
七
巻
一
号
一
九
八
四
年
）。
附
記
今
回
の
調
査
に
ご
理
解
を
お
示
し
下
さ
っ
た
本
願
寺
史
料
研
究
所
の
所
長
赤
松
徹
真
先
生
を
は
じ
め
、
長
期
に
亘
る
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
種
々
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
研
究
所
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
客
員
研
究
員
で
種
智
院
大
学
教
授
の
左
右
田
昌
幸
先
生
に
は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
ご
教
示
・
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
凡
例
本
誌
に
紹
介
す
る
史
料
は
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
御
堂
日
記
・
長
御
殿
御
日
次
帳
・
起
居
筆
記
の
記
録
か
ら
、
琉
球
関
係
の
記
述
の
み
を
選
択
し
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
紹
介
史
料
は
年
月
日
順
に
配
列
し
、
同
年
月
日
の
記
事
の
場
合
は
御
堂
日
記
・
長
御
殿
御
日
次
帳
・
起
居
筆
記
の
順
に
配
置
し
た
。
琉
球
と
直
接
関
係
し
な
い
記
録
が
続
く
場
合
、
原
則
と
し
て
（
中
略
）
扱
い
に
し
た
。
文
字
は
原
則
と
し
て
常
用
字
体
を
使
用
し
、
略
字
（
え
・
へ
）
・
（
て
）
・
（
よ
り
）
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。
不
明
個
所
は
そ
の
字
数
だ
け
と
し
た
。
適
宜
、
句
点
・
並
列
点
を
施
し
た
。
１
長
御
殿
御
日
次
帳
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
大
進
宰
相
十
三
日
主
殿
帯
刀
薩
州
久
志中
村
宇
兵
衛
一
白
御
書
院
御
礼
中
村
次
郎
左
衛
門
関
弥
五
左
衛
門
披
露
（
中
略
）
御
香
百
目
入
一
箱
薩
州
久
志
一
唐
製
朱
肉
一
箱
中
村
宇
兵
衛
国
分
多
葉
粉
一
箱
泡
盛
一
壺
方
金
三
百
疋
新
門
様
へ
御
香
一
包
一
唐
扇
一
右
同
人
方
金
百
疋
泡
盛
一
壺
右
同
所
中
村
次
郎
左
衛
門
一
方
金
三
百
疋
新
門
様
へ
御
香
一
包
方
金
百
疋
椎
茸
一
箱
右
同
所
一
方
金
百
疋
関
弥
五
左
衛
門
新
門
様
へ
椎
茸
一
箱
銀
子
一
両
右
之
通
献
上
之
２
長
御
殿
御
日
次
帳
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
大
進
宰
相
十
五
日
主
殿
帯
刀
薩
州
一
御
剃
刀
御
免
中
村
宇
兵
衛
石
州波
田
野
儀
助
妹
披
露大
進
石
州波
田
野
儀
助
一
御
礼
有
之
妹
薩
州中
村
宇
兵
衛
御
剃
刀
頂
戴
御
礼其
外
披
露大
進
３
長
御
殿
御
日
次
帳
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
九
月
大
進
十
三
日
宰
相
帯
刀
一
御
礼
有
之
披
露少
進
一
鯛
二
尾
大
西
轉
元
服
被
仰
付
難
有
奉
存
献
上
之
薩
州
久
志
一
官
香
一
包
中
村
教
信
琉
球
国中
村
了
信
一
沈
香
一
包
中
里
了
教
中
村
了
證
新
門
様
献
上
之
４
長
御
殿
御
日
次
帳
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
七
月
大
進
十
六
日
讃
岐
守
薩
州
一
白
御
書
院
御
礼
御
戸
帳
講
中惣
代
蝋
燭
講
中
惣
代
披
露侍
従
（
中
略
）
薩
州
砂
糖
一
曲
御
戸
帳
講
之
内
一
橘
餅
一
箱
宛
琉
球
国
ト
ン
ソ
ン
一
壺
同
行
中
献
上
之
５
長
御
殿
御
日
次
帳
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
八
月
大
進
十
日
讃
岐
守
（
中
略
）
一
白
御
書
院
御
礼
薩
御
戸
帳
講
中
琉
球
披
露
同
行
中
侍
従
６
起
居
筆
記
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
八
月
十
日
丁
卯
暁
天
晴
気
冷
終
日
同
断
夜
分
天
晴
月
好
可
龍
（
中
略
）
一
午
刻
前
、
御
白
書
院
御
礼
、
御
盃
薩
御
戸
帳
講
中
・
琉
球
国
同
行
中
、
鴻
殿
御
盃
五
人
、
平
御
礼
五
人
、
右
御
所
様
御
請
（
中
略
）
一
同
刻
、
泡
盛
登
武
曽
舞
一
陶
、
大
白
砂
糖
一
曲
、
琉
球
国
同
行
中
献
上
之
７
御
堂
日
記
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
十
一
月
晦
日
丙
辰
晴
当
番
小
弥
太
（
中
略
）
一
大
天
香
一
箱
琉
球
国
中
濱
了
信
献
上
之
同
中
里
了
教
同
中
村
了
證
長
御
殿
（
中
略
）
一
琉
球
国
中
濱
了
信
同
中
里
了
教
同
中
村
了
證
右
三
人
干
菓
子
五
種
被
下
之
８
長
御
殿
御
日
次
帳
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
十
一
月
大
進
少
進
晦
日
備
後
病
気
引
讃
岐
守
一
申
御
経
御
免
薩
願
人
久
志中
村
教
閑
両
門
様
琉
球
国
一
大
天
香
一
箱
宛
中
濱
了
信
沈
香
一
包
中
里
了
教
中
村
了
證
一
包
右
三
人
包
菓
子
被
下
之
薩
一
沈
香
一
包
中
村
教
閑
献
上
之
９
起
居
筆
記
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
十
一
月
三
十
日
丙
辰
暁
天
曇
辰
刻
過
天
晴
午
刻
風
起
夜
分
天
晴
武
温
（
中
略
）
一
大
天
香
一
箱
、
琉
球
国
中
濱
了
信
・
中
里
了
教
・
中
村
了
證
献
上
之
御
堂
日
記
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
九
月
二
日
癸
未
晴
当
番
蔵
人
一
晨
朝
新
御
所
様
御
出
堂
一
大
御
所
様
白
御
書
院
御
出
座
午
刻
前
披
露
少
進
仲
舊
一
御
盃
七
人
キ
ツ
ヒ
ヤ
ン
ト
ン
ソ
ン
一
徳
橘
餅
一
曲
太
白
砂
糖
一
曲
氷
砂
糖
一
曲
中
山
国
那
波
天
門
糖
（
マ
マ
）
一
曲
白
銀
弐
拾
目
尼
講
中
同
弐
拾
目
同
断
新
御
所
様
同
断
右
同
断
白
銀
拾
文
目
同
人
同
十
文
目
同
人
長
御
殿
御
日
次
帳
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
九
月
大
進
惣
左
衛
門
二
日
少
進
讃
岐
守
他
国
（
中
略
）
白
御
書
院
琉
球
中
山
国
那
波
一
尼
講
中
披
露大
蔵
卿
琉
球
中
山
国
一
ト
ン
ソ
ン
壱
壺
那
波
尼
講
中
橘
餅
壱
曲
太
白
砂
糖
壱
曲
天
門
冬
壱
曲
氷
砂
糖
壱
曲
献
上
之
起
居
筆
記
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
九
月
二
日
癸
未
暁
天
半
晴
巳
刻
快
晴
同
晩
夜
分
同
断
可
龍
（
中
略
）
一
ト
ン
ソ
ン
一
壺
橘
餅ヒン
一
曲
太
白
砂
糖
一
曲
氷
砂
糖
一
曲
天
門
糖冬
一
曲
琉
球
国
那
波
右
献
上
之
尼
講
中
起
居
筆
記
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
九
月
暁
天
大
下
巳
刻
晴
同
刻
陰
晴
不
定
午
刻
過
六
日
丁
亥
風
起
嬬
雨
一
陣
同
刻
半
晴
陰
晴
不
定
申
半
刻
曇
気
可
龍
風
寒
子
刻
驟
雨
一
陣
暮
晴
月
好
（
中
略
）
一
去
ル
二
日
琉
球
国
尼
講
中
名
前
少
々
相
違
仕
候
、委
敷
記
ス
、
左
之
通
寺
ノ
城
真モ
牛ジ
金カ子
サ
ガ
リ
ノ
真マ
那ナ
樽タル
カ
々
津
ノ
乙
亀
ク
ノ
真メ
乙ト
金カ子
サ
マ
ノ
真
金
ト
キ
ノ
真マ
蒲カマ
戸ド
伊
室
ノ
ア
ン
マ
ハ
イ
ロ
ヤ
ノ
金
城
ア
ン
マ
ゴ
ズ
イ
御
堂
日
記
安
永
九
年
（
一
七
八
）
九
月
二
日
丁
丑
雨
天
当
番
多
仲
一
晨
朝
新
御
所
様
御
出
座
一
大
御
所
様
御
白
書
院
御
出
座
午
刻
前
披
露
讃
岐
守
勝
冨
御
盃白
銀
五
枚
御
戸
料
薩
州
同
三
拾
目
志
御
戸
帳
講
中
新
御
所
様
同
拾
匁
ト
ン
ソ
ン
一
壺
中
山
国
天
門
冬
一
器
尼
講
中
橘
餅
一
器
氷
砂
糖
一
器
太
白
砂
糖
一
器
白
銀
三
拾
目
新
御
所
様
右
同
様
五
品
白
銀
三
拾
目
一
引
続
大
御
書
院
御
出
座
披
露
兵
部
卿
頼
明
御
盃
五
人
平
御
礼
五
人
長
御
殿
御
日
次
帳
安
永
九
年
（
一
七
八
）
九
月
少
進
他
国
永
治
二
日
讃
岐
守
薩
州
一
白
御
書
院
御
礼
御
戸
帳
講
中
中
山
国尼
講
中
披
露讃
岐
守
起
居
筆
記
安
永
九
年
（
一
七
八
）
九
月
暁
天
曇
卯
半
刻
雨
下
終
日
同
断
暮
前
止
二
日
丁
丑
酉
刻
暴
雨
下
止
戌
刻
迄
雨
下
丑
刻
暴
雨
大
下
可
龍
止
天
曇
到
晩
気
冷
一
晨
朝
御
出
堂
中
拍
子
真
宗
念
仏
法
談
崇
泉
寺
教
誡
一
大
御
所
様
白
御
書
院
へ
御
出
座
披
露
嶋
田
讃
岐
守
勝
冨
御
盃
薩
摩
御
戸
帳
講
中
中
山
国
尼
講
中
一
引
続
大
御
広
間
御
出
座披
露
下
間
兵
部
卿
頼
明
御
盃
五
人
平
御
礼
五
人
明
覚
寺
法
眼
忌
今
日
御
免
被
仰
出
一
ト
ン
ソ
ン
一
壺
天
門
冬
一
器
橘
餅
一
器
氷
砂
糖
一
器
太
白
砂
糖
一
器
中
山
国
尼
講
中
右
献
上
之
御
堂
日
記
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
五
月
二
日
戊
戌
曇
当
番
将
曹
（
中
略
）象
牙
細
工
唐
扇
二
御
寺
内
正
光
寺
門
徒
薩
久
志
一
蝋
右
香
箱
中
村
宇
兵
衛
沈
香
新
御
所
様象
牙
細
工
唐
扇
二
一
天
香
沈
香
献
上
之
長
御
殿
長
御
殿
御
日
次
帳
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
五
月
讃
岐
守
領
右
衛
門
二
日
玄
蕃
御
寺
内
正
光
寺
門
徒
一
薩
久
志中
村
宇
兵
衛
大
門
様
象
牙
細
工
唐
扇
二
本
沈
香
掛
目
七
十
四
匁
蝋
石
香
箱
新
門
様
象
牙
細
工
唐
扇
二
本
沈
香
掛
目
四
十
八
匁
五
分
天
香
一
箱
献
上
之
起
居
筆
記
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
五
月
暁
天
曇
風
吹
申
刻
半
過
少
晴
夜
分
又
二
日
戊
戌
曇
至
暁
天
（
中
略
）
一
象
牙
細
工
唐
扇
二
御
寺
内
正
光
寺
門
徒
天
香
薩
久
志
中
村
宇
兵
衛
沈
香
当
御
所
様
へ
一
象
牙
細
工
唐
扇
二
天
香
同
人
沈
香
右
献
上
之
御
堂
日
記
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
七
月
十
六
日
辛
亥
晴
当
番
蔵
人
（
中
略
）
一
両
御
所
様
琉
球
中
山
国
ト
ン
ソ
ン
一
壺
尼
講
中
取
次
定
信
天
門
冬
一
鉢
太
白
砂
糖
一
鉢
氷
砂
糖
一
鉢
橘
餅
一
鉢
右
献
上
長
御
殿
起
居
筆
記
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
七
月
十
六
日
辛
亥
暁
天
曇
少
雨
下
（
中
略
）
一
ト
ン
ソ
ン
一
壺
ツ
天
門
冬
一
鉢
ツ
太
白
砂
糖
一
鉢
ツ
氷
砂
糖
一
鉢
ツ
橘
餅
一
鉢
ツ
琉
球
中
山
国
尼
講
中
右
惣
代
両
御
所
様
献
上
之
定
信
御
堂
日
記
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
七
月
十
八
日
癸
丑
雨
当
番
内
蔵
助
一
晨
朝
御
不
座
一
大
御
所
様
白
御
書
院
御
出
座
午
刻
前
披
露
大
弐
仲
普
御
盃
薩
州
上
下
甑
嶋
金
子
四
拾
両
壱
歩
燈
心
講
中
惣
代庄
吉
新
助
源
次
郎
御
盃
中
山
国
尼
講
中
献
上
物
十
六
日
ニ
記
有
之
惣
代
定
信
同
行
中
長
御
殿
御
日
次
帳
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
七
月
兵
部
卿
惣
左
衛
門
十
八
日
讃
岐
守
玄
蕃
白
御
書
院
薩
州
一
御
礼
上
下
甑
島
燈
心
講
中
惣
代
庄
吉
新
助
源
次
郎
同
中
山
国
一
尼
講
中
惣
代
定
信
披
露
同
行
中
大
蔵
卿
御
堂
日
記
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
九
月
廿
六
日
甲
寅
晴
当
番
沖
見
（
中
略
）
一
両
御
所
様
琉
球
中
山
国
ト
ン
ソ
ン
一
壺
ツ
同
行
中
惣
代
氷
砂
糖
一
曲
ツ
四
郎
兵
衛
白
砂
糖
一
曲
ツ
取
次
天
門
冬
一
曲
ツ
大
坂
浄
徳
寺
橘
餅
一
曲
ツ
献
上
（
中
略
）
一
新
御
所
様
大
御
広
間
御
出
座
午
刻
前
披
露
大
弐
仲
普
御
盃
越
中
称
名
寺
大
弐
得
度
御
免
年
頭
御
礼
白
御
書
院
引
続
御
出
座
披
露
讃
岐
守
勝
冨
御
盃諸
人
志
青
銅
八
拾
貫
文
琉
球
中
山
国
御
仏
前
志
同
行
中
同
四
拾
貫
文
惣
代
七
人
年
頭
志
金
子
百
疋
中
元
志
同
百
疋
御
正
忌
志
同
百
疋
御
盃泡
盛
一
壺
薩
氷
砂
糖
一
壺
廿
八
日
講
中
惣
代
三
人
長
御
殿
御
日
次
帳
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
九
月
兵
部
卿
今
日
出
勤
惣
左
衛
門
廿
六
日
讃
岐
守
岩
見
守
（
中
略
）
一
白
御
書
院
御
礼
琉
球
中
山
国
同
行
中
惣
代七
人
薩
州廿
八
日
講
中
惣
代
三
人
越
前
川
北
廿
五
日
講
中
惣
代
三
人
起
居
筆
記
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
九
月
廿
六
日
甲
寅
暁
天
晴
烈
風
不
止
辰
刻
前
止
陰
晴
不
定
風
起
気
寒
到
晩
夜
分
同
断
（
中
略
）
一
引
続
白
御
書
院
御
出
座
披
露
嶋
田
讃
岐
守
勝
冨
御
盃
琉
球
中
山
国
同
行
中
惣
代
七
人
御
盃
薩
摩
廿
八
日
講
中
惣
代
三
人
御
盃
越
前
川
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五
日
講
中
惣
代
八
人
金
銀
鳥
目
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有
之
、
委
敷
御
日
次
所
御
記
録
ニ
有
之
、
仍
略
之
両
御
所
様
へ
一
寒
牡
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一
筒
ツ
大
坂
尊
光
寺
右
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上
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一
両
御
所
様
琉
球
中
山
国
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ン
ソ
ン
一
壺
ツ
同
行
中
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代
四
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砂
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ツ
天
門
冬
漬
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曲
ツ
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餅
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曲
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次
大
坂
浄
徳
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右
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一
泡
盛
一
壺
薩
摩
廿
八
日
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中
氷
砂
糖
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右
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御
堂
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天
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五
年
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廿
六
日
壬
酉
晴
当
番
典
膳
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岩
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廿
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岐
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